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【2018年10月13日～2018年10月19日までの推移】
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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル・対円ともに上昇し

ました。トルコの2年国債金利は低下しました。

前週の米国人牧師の解放が好感された流れを引き

継ぎ、トルコ・リラは対米ドル・対円ともに上昇しました。

また、アルバイラク財務相は15日（現地、以下同様）の

会見で、インフレ率は10月から低下トレンドに入り、年

末まで継続するとの見通しを明らかにしました。国債

金利はインフレ率鈍化への期待から低下しました。経

済指標では、1６日に発表された8月の鉱工業生産が

市場予想を上回る結果となりました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は25日の金融政策決定会合に注目が集まって

います。現在の政策金利は24.00％です。9月のCPI

（消費者物価指数）は前年比24.52％とインフレが加速

しているほか、先週トルコ中央銀行から発表されたイン

フレ期待調査でもさらなるインフレ加速が予想されて

いたことから、追加利上げが必要であるとの見方があり

ます。しかし、足元のトルコ・リラの買い戻しの流れや、

政府のインフレ鈍化の見通しおよび政府と中央銀行と

の力関係を考慮して、政策金利は据え置かれるとの予

想が優勢です。中長期的にはインフレが沈静化しない

可能性や中央銀行の独立性が懸念されるものの、米

国との関係や市場のセンチメントの改善を考慮すれば、

今回の決定会合で政策金利が据え置かれたとしても、

8月のようにトルコ・リラが急落する可能性は低いと考え

ます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


